
参加費
無料

市民の協同の力で
まちづくり・仕事おこしにむけて

「農業・福祉・エネルギーから地域を考える」

講師 大津 清次 氏
株式会社 地域法人 無茶々園 代表取締役
「無茶々園４０年の活動と２１世紀型運命共同体づくり」
～大地と共に心を耕せ～

基調講演

主催

日 時 平成29年10月 1日（日）13:00～16:30(12：30開場)

八日市場公民館・大会議室
住所：匝瑳市八日市場イ2402

「２０１７ちば協同集会inとうそう」実行委員会

千葉県・匝瑳市・銚子市・旭市・山武市・横芝光町・多古町
一般社団法人日本社会連帯機構・一般社団法人協同総合研究所・
日本労働者協同組合連合会・NPO法人ワーカーズコープ東関東事業
本部 ※本集会は一般社団法人日本社会連帯機構の助成を受けています。

後援

先着200名

おおつ せいじ

会 場

13:00第１部 基調講演

14:30第２部 パネルディスカッション

市民参加の協同集会｢２０１７ちば協同集会inとうそう｣

最寄り駅：八日市場駅より徒歩7分

愛媛県西予市で１９７４年、農薬や化学肥料を多用する柑橘栽培に疑問をもち、
地元のお寺の土地を借りて伊予柑の無農薬栽培を開始。その実験農場を無茶々
園（むちゃちゃえん）と名づけた。４０年かけて地域に有機農業を広げ、産直活動
や６次産業化など産直ビジネスモデルを確立したことや漁業者と連携した環境維
持活動や女性が活躍する介護事業・配食サービス、廃校活用などの活動が平成
２８年度農林水産祭・むらづくり部門で天皇杯を受賞。むらづくり活動や今後の方
針を話していただきます。



葉県東総地域において、農業等の地元産業の後継者や担い手不足が大きな課題となり、将来に向
けて持続可能な地域をどう描いていくのかを、市民全体で早急に考える時期に来ています。

誰かが地域課題を解決してくれるだろうと待っているのではなく、今こそ住民自身が主体者となり、協同し
ながら５年後１０年の地域社会・まちづくりを描いていくことが重要になると考えています。

東総地域では農業や自然等を生かした地域づくりに向けて様々な団体も活動しており、市民や団体同士
が“協同”し、地域の中で起こる様々な課題を浮かび上がらせ、地域全体でこれからの地域づくりを描いて

いくために、「２０１７ちば協同集会inとうそう」を開催いたします。
たちの思いで、私たちのまちをつくっていこう！

今集会では、時代の変化に合わせて多様な市民活動がつながり、地域をつくることに焦点をあててい
ます。これを契機に様々な社会的困難や課題解決のために、分野や専門の垣根を越えてつながり、人と人、
人と自然、すべてのいのちが持続・循環し、協同・共生する地域づくりとネットワークづくりをして行きたいと
思います。

開催趣旨

お問い合わせ・参加申し込み(電話・FAX・メールでお申し込みください)
ちば協同集会inとうそう実行委員会事務局 NPO法人ワーカーズコープ 東関東事業本部
〒260-0017 千葉市中央区要町１２－８仲主事務所
TEL：043-308-0620 FAX：043-308-0690 E-mail：hgskntub@roukyou.gr.jp

氏名 性別

住所 ご職業

電話 FAX・
メール

FAXの方はこのまま送信してください。

お問合せ

第１部：基調講演

第２部：パネルディスカッション

千

私

「無茶々園４０年の活動と２１世紀型運命共同体づくり」
講師：大津 清次 氏 (地域協同組合無茶々園 代表取締役)

「農業・福祉・エネルギーから地域を考える」

パ ネ リ ス ト

コーディネーター

コメンテーター

13:00～14:30

14:30～16:30

小倉 毅 氏
辻内 理章氏

椿 茂雄氏
大津 清次氏
藤田 徹 氏
渡辺 新 氏

(農民運動千葉県連合会 副会長)
(社会福祉法人ロザリオの聖母会
障害者就業・生活支援センター センター長)
(匝瑳ソーラーシェアリング合同会社 代表)
(株式会社 地域法人 無茶々園 代表取締役)
(NPO法人ワーカーズコープ 副理事長）
(公益財団法人政治経済研究所 業務執行理事）


